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2022年度 緊急点検の実施（ふりかえり）
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全使用者にダイレクトメールを送付し、緊急点検とタイヤの正しい脱着作業を呼びかけ、2022年10月～2023年2月の
キャンペーン期間中、日本自動車工業会では緊急点検を実施、さらにお客様やタイヤ業者からの申請に応じてホイール
ナットを無償提供。キャンペーン期間終了後も、夏タイヤへの交換が終わる5月までの間、大型4社はディーラーに車検入
庫した車について、取組みを継続し施策に全面協力。

【大型4社ディーラーの取り組み実績】

点検台数

ホイールナットを交換した台数

交換したホイールナット

97,925台

9,030台

225,046個

【お客様やタイヤ業者へのホイールナット提供実績】
ホイールナットを交換した台数

提供したホイールナット

3,680台

43,769個

【参考資料】
緊急点検 アンケート集計結果

【再掲】第3回 大型車の車輪脱落事故防止対策に係る調査・分析検討会
日本自動車工業会から報告（資料4-2より抜粋）



2022年度 自工会啓発活動（ふりかえり）

『連結式ナット回転指示イ
ンジケーター』
の活用

「お・ち・な・い」の啓発 「お・ち・な・い」というキャッチフレーズを活かした施策を継続し、
近々の調査等で判明してきた事故防止の有効な手段と考え
られる「ボルトやナットの錆・汚れの除去／潤滑油の塗布」を
強くメッセージする表現へシフト。さらにポスターとチラシにそれぞ
れの役割を持たせ、使用目的を明確化することで、見る人の
理解と認知がより高くなるアイテムとした。

日常点検を確実に実施頂くための“点検補助具”として定着
させる。2022年度はより確実に装着頂くよう地方運輸局での
路上検査での装着、配布。

・団体に所属しない小規模タイヤ事業者を日本自動車工業
会独自に調査。開封率を上げるためノベルティー付きDMを直
接発送、注意喚起。
・積雪地域の大型車ドライバーにWeb広告（バナー広告）
を活用し注意喚起。

小規模タイヤ事業者/ドラ
イバーへの直接の注意喚
起
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・全国（運送事業者・整備事業者・タイヤ代理店
等）にポスター配布：112,951枚
・自家用団体への展開（追加施策）
・SA,、PAへのポスター掲示：33か所
・国土交通省にチラシ提供：38,330枚（10ヶ所）
・各団体紙への全面広告掲載
・緊急点検DMに同封（約60万台）

・地方運輸局での路上検査での装着、配布（2,000
台）
・説明チラシ・動画は、自工会HPに掲載

・小規模タイヤ事業者：2,000軒

・積雪地域のトラックステーション（5か所）
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近々の調査等で判明してきた事故防止の有効な手段と考えられる「ボルトやナットの錆・汚れの除去／潤滑油の塗布」を強く
メッセージする表現へシフト。前年度の課題より、認知度と理解度を両立させ、さらに“タイヤ業者やドライバーに直接届く啓発
施策“を追加し取組みを強化。



2023年度の啓発活動

『連結式ナット回転指示イ
ンジケーター』の活用

「お･と･さ･な･い」の啓
発

国土交通省で車輪脱落事故は大変なものであることを訴求するポスターを掲出頂くことから、日本自動車工業
会では“正しい作業の周知“に絞り、役割を分担して相乗効果を最大化させる。また、これまでの活動で浸透し
ている「おちない」のフレーズは、センテンスの見直し（判り易さ、伝えたいことを整理）に合わせて、自分事として
強い意志を表す「お･と･さ･な･い」 にアップデートする。
＜展開＞
国土交通省・関係団体にポスター、チラシを配布し、各事業所、高速道SAなどで、10月より掲出。

日常点検を確実に実施頂くための“点検補助具”として、これまで地方運輸支局に協力頂き、街頭検査などの
際、インジケーターを配布、周知。本年度は、配布したインジケーターを確実に装着し、正しくご使用いただくた
めのモニターアンケートを行う。
＜展開＞
地方運輸局での路上検査、整備管理者研修での配布（2,000台）。

情動に訴える動画とすることで、タイヤの脱着を行う作業者一人一人に、車輪脱落事故を自分事として捉えて
いただき、確実に車輪脱落事故を防ぐ（2種類の動画を準備）。
＜展開＞
YouTubeで視聴できるようにし、点検整備に注力するYouTuberや日本自動車工業会/各社SNSを活用し展
開（10月下旬）。整備管理者研修での視聴など国土交通省・関係団体の皆様にご活用いただけるよう提供。

動画による訴求
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車輪脱落事故を防ぐための注意点、正しい作業の周知は継続しつつ、車輪脱落事故を起こすと大変なことになる、そうならな
いように危機意識を醸成し、ドライバーなどタイヤを脱着する作業者に当事者意識を持たせ正しい作業へ促す。
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お･と･さ･な･い の啓発（正しい作業の周知）
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国土交通省・日本自動車工業会、それぞれの啓発・訴求内容をすり
合わせ、役割を分担して相乗効果を最大化させる。

国土交通省：『車輪脱落事故は大変危険なものであること』を訴求

日本自動車工業会：正しい作業の周知

締め付けに、特に影響を与える“ホイールナットとワッシャーの隙間へのエンジンオイ
ルなどの塗布“”錆の清掃”を重点に 正しい作業を周知
ポスターを見た方が今年もこの時期が来たかと想起させる
各センテンスを覚えやすく短めに洗練

国土交通省・関係団体にポスター、チラシを配布。各事業所、高速
道SAなどで、10月より一斉に掲出。

「お・ち・な・い」から「お・と・さ・な・い」

自分事として強い意思を表すフレーズ
に変更

Copyright© Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.



動画による訴求（10月下旬～）
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整備管理者研修での視聴など、国土交通省・関係団体の皆様にご活用いただけるよう提供予定

Copyright© Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.



インジケーターの活用
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これまで地方運輸支局に協力頂き、街頭検査
などの際、インジケーターを配布、周知。
本年度は、これまでの配布、周知活動に加え、配布したインジケーターを確実に装着し、正
しくご使用いただくためのフォローアップとして、モニターアンケートを行う。

①インジケーター配布時に、整備管理者やドライバーにモニターアンケー
トへの協力を依頼。
②ユーザーが車に装着し使用。その後、Webアンケート
で感想（判り易さ、負担軽減など）を回答（3分程度）。
③アンケート結果は、国土交通省にご報告。今後の点検整備の取り
組みに役立てる。

【モニターアンケートの概要】
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タイヤ脱着作業者による人為的な作業ミスを前提としたハード対策
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予兆検知システムに関しては、想定した通りの車両挙動は検知でき、見込みが期待できる手法であること
が確認できたことから、日本自動車工業会/大型4社で協調し取り組んだ基礎研究のフェーズは2022年
度で終了。2023年度からは、各社での技術開発に移行している。

2022年12月公表の中間とりまとめ
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【参考資料】

緊急点検 アンケート集計結果



緊急点検 アンケート集計結果
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□緊急点検、お客様アンケートの状況
◆車検・点検をディーラで実施しているお客様が50％程度

Q.ご利用の車両タイプを選んでください。

Q.車検・定期点検等は、どこで実施していますか？

Q.車両の登録地域を選んでください。

積雪地域 積雪地域



緊急点検 アンケート集計結果
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□緊急点検はディーラーで、冬用タイヤへの交換はタイヤショップで
◆タイヤショップ、お客様（自社整備工場/整備管理者/運転手）の冬用タイヤ交換が90%。
◆お客様、タイヤショップへの作業上の注意点や啓発活動が引き続き必須。

Q.今回の緊急点検は、何処で(誰が)実施しますか？ Q.冬用タイヤへの交換は、何処で(誰が)実施していますか？



緊急点検 アンケート集計結果
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□33％で、トルクレンチが使用されていない。10％は、インジケーターやマーキングを知らない。
Q.日常点検の頻度は、どの程度ですか？ Q.日常点検は、どなたが実施していますか？

Q.車輪脱着後にトルクレンチを使用して増し締めを
実施していますか？

Q.日常点検をサポートするインジケーターの装着や、マーキングにつ
いて御存知ですか？



緊急点検 アンケート集計結果
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□締め付けに大きく影響する“ナット/ワッシャー間等へのオイル塗布“について、『知らな
かった』『知っているが実施していない』との回答が見られ、引き続き 作業者への周知、
作業の徹底が必須。

Q.毎年実施している自動車工業会の啓蒙活動（お
ちないの励行）を御存知ですか？

Q.ナット/ワッシャー間等へのオイル塗布を実施していますか？


